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取 組 事 例 名 『 スマイル・プロジェクト～みんなでつながろう！～ 』 

 生徒指導に係る連携体制の確立  
カウンセリング・マインドを 

もった教職員と児童生徒との対話 
○ 主体的な活動を通した絆づくり 

取組における育てたい資質・能力 

「評価し改善する力」 

取 組 の ね ら い 

〇コロナ禍で異学年交流が難しい状況の中でも，高学年として，自分たちにできることを考え実践するこ

とで，下学年の児童が上級生とのつながりを感じ，学校に来ることが楽しいと考えることができるよう

にする。 

〇６年生に，最高学年としての自覚をもたせるとともに自己有用感を感じさせる。 

取組の具体的内容 取 組 の 創 意 工 夫 

学級活動（１）において，学級会オリエンテーションで話合いの

一連の流れを確認した。その中で，新型コロナウイルス感染症の

影響により様々な活動の自粛を余儀なくされている状況下におい

て自分たちにできることを考え，実行した。 

全校とのつながり 

・児童玄関にメッセージボードを置き，６年生から全校へのメッ

セージを発信した。 

他学年とのつながり 

・入学してすぐに臨時休業になり不安を抱えている１年生のため

に何かできることはないか考えメッセージを作成し手渡した。

また，休憩時間を用いてのミニ交流会を行った。 

・庄原小の高学年としてもっと５年生と仲良くなることができれ

ば，より良いリーダーになれるのではないかと考え仲良くなる

ためのアイデアを出して５年生へのメッセージを作成した。 

学級の仲間とのつながり 

・他学年にばかり目を向けてきた児童

が，自分のクラスを振り返って「ま

だまだ自分たちのクラスに課題があ

るのではないか。全員が本当に安心

して過ごせるクラスになっていない

と思う。まだ，話ができない人がい

る。残りの半年を本当に心の底から楽しんでいいクラスだった

と言って卒業したい。そのためにはみんながもっと笑顔でつな

がれるクラスにしたい。」という児童の思いから話合いを行

い，「笑顔でつながる会」の内容を考え実行した。 

 

 

 

 

 

・季節や行事等に合わせたメッセージ

ボードを作成することにより，全校

で統一した意識付けとなるようにし

た。 

 

 

 

 

 

 

・一連の活動（計画委員会の事前の準

備での話合い，本時の話合い，話し

合ったことを実行するための事後の

活動）のそれぞれの場面で自己調整

している姿を意識させ評価した。 

・話合い前によりよい話合いにするた

めの必要なポイントを確認して意識

付け，話合い後に振り返りを行っ

た。 

取組の成果と課題 

〇「自分の学級は楽しく安心だと思いますか。」の問いに対して，全校において肯定的評価が 96％と高い

数値となった。また，同質問に対して「とてもそう思う」と回答した６年生の割合は 47.5％（７月）→

60.6％（２月）と向上した。 

〇できる限りみんなの意見を生かすことが大切であることに気付き，何とかいい方法はないか考えようと

する児童が増えている。（共感的人間関係） 

●６年生を中心とした取組だけでなく，他学年も巻き込んだ取組となるように，児童会を活用していく必

要があった。 

●自主性をもった取組の推進に向けて，６年生だけでなく，他学年の意識の向上も図っていく必要があ

る。 

〇〇さんへ 

私は６年生の◇◇です。よろしく

ね。６年生は優しいのでいつでも話

しかけてね。困った時はいつでも相

談してね。 


